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ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会
で
、
大
物
の
ブ
リ
と
格
闘
す
る
参
加
者

長
島
の
夏
を
、
存
分
に
満
喫



　

７
月
28
日
と
29
日
の
２
日
間
、

あ
づ
ま
海
水
浴
場
で
「
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
な
が
し

ま
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
初
日
に
夏

祭
り
納
涼
大
会
、
２
日
目
に
ブ
リ

の
つ
か
み
取
り
大
会
、
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
大
会
な
ど
を
開
催
。
真
夏
の

ビ
ー
チ
に
多
く
の
人
々
が
集
い
、

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

■
夏
祭
り
納
涼
大
会

　

海
辺
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
三
味
線
の
音
色
と

と
も
に
納
涼
大
会
が
幕
開
け
。
バ

ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
や
舞
踊
、
歌

謡
シ
ョ
ー
な
ど
に
観
覧
席
か
ら
盛

ん
に
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
雰
囲
気
も
最
高
潮
に
達

し
た
こ
ろ
、
抽
選
会
で
ス
テ
ー
ジ

は
締
め
く
く
ら
れ
、
最
後
は
大
輪

の
花
火
が
、
真
夏
の
夜
空
を
色
鮮

や
か
に
焦
が
し
ま
し
た
。

←
夏
祭
り
納
涼
大
会
の
ス
タ
ー
ト
を
告
げ
る
三

味
線
演
奏

ながしまの夏は暑い熱い
 SUMMER  FESTIVAL  in  NAGASHIMA

↑歌や舞踊、ダンスで盛り上がったステージ

→
お
客
さ
ん
と
の
掛
け
合
い
を
し
て
笑
い
を
と

り
な
が
ら
、
バ
ナ
ナ
を
売
り
買
い
す
る
シ
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←
海
開
き
を
前
に
、東
建
友
会（
福

山
義
弘
会
長
）
は
７
月
12
日
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
づ
ま
海
水
浴
場

の
整
地
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

風
雨
で
荒
れ
て
い
た
海
水
浴
場

は
、
大
型
の
重
機
で
手
際
よ
く
整

備
さ
れ
、
辺
り
は
見
違
え
る
ほ
ど

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

■
ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会

　

町
外
か
ら
申
し
込
み
が
殺
到

し
た
ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大

会
。
今
年
は
４
㌔
を
超
え
る
大

物
揃
い
で
、
参
加
者
は
捕
ま
え

る
の
に
四
苦
八
苦
し
、
見
物
客

か
ら
盛
ん
な
声
援
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。

■
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

　

今
年
で
12
回
目
を
数
え
る
あ

づ
ま
Ｃ
Ｕ
Ｐ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大

会
に
は
、
92
チ
ー
ム
が
出
場
。

選
手
た
ち
は
、
強
い
日
差
し
の

な
か
８
面
の
コ
ー
ト
で
、
熱
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

←
毎
年
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
る

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
。
参

加
者
は
砂
ま
み
れ
に
な
り

な
が
ら
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
る

↑ 220 人が参加したブリのつかみ取り大会。大物を追い回す参加者

↑ブリのつかみ取り大会の後、限定 50 人でタ
コのつかみ取りを開催。くっ付いて離れない
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総
合
の
部

優
勝　

平
尾
分
団

２
位　

諸
浦
分
団

３
位　

中
央
分
団

ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝　

諸
浦
分
団

２
位　

川
床
分
団

３
位　

浦
底
分
団

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　

城
川
内
分
団
城
川
内
班

２
位　

城
川
内
分
団
唐
隈
班

３
位　

平
尾
分
団
三
班

個
人
賞

ポ
ン
プ
車
の
部

指
揮
者　

阿
多
和
徳
（
川
床
分
団
）

１
番
員　

鳥
越
崇
司
（
蔵
之
元
分
団
）

２
番
員　

宮
路
成
吾
（
中
央
分
団
）

３
番
員　

島
田
和
広
（
獅
子
島
分
団
）

４
番
員　

生
田
俊
祐
（
諸
浦
分
団
）

小
型
ポ
ン
プ
の
部

指
揮
者　

堀
元
哲
也

（
中
央
分
団
鷹
巣
Ａ
班
）

１
番
員　

江
口
尚
紀

（
蔵
之
元
分
団
小
浜
班
）

２
番
員　

米
尾　

豊

（
城
川
内
分
団
城
川
内
班
）

３
番
員　

南
條　

忠（
平
尾
分
団
三
班
）

　

火
災
現
場
を
想
定
し
、
消
防

ポ
ン
プ
の
操
作
技
術
を
競
い
合

う
「
平
成
19
年
度
長
島
町
消
防
ポ

ン
プ
操
法
競
技
大
会
」
が
７
月

16
日
、
蔵
之
元
漁
港
で
あ
り
ま
し

た
。

　

尊
い
命
、
大
切
な
財
産
を
守
る

た
め
に
、
連
日
訓
練
を
重
ね
て
き

た
消
防
団
員
。
そ
の
集
大
成
と
い

え
る
こ
の
大
会
で
、「
や
る
こ
と

は
や
っ
て
き
た
」
と
気
合
十
分

に
、
い
ざ
本
番
一
本
勝
負
に
挑
み

ま
し
た
。

基
準
タ
イ
ム
に
す
べ
て
を
か
け
た

[ 平成 19 年度長島町消防ポンプ操法競技大会 ]

磨き抜いた「規律」と「スピード」ここに競う
FIRE  FIGHTING  SPIRITS

大
会
の
成
績

スナップショット

指揮者と１番員が筒先員交代（小型ポンプ）４番員が放水を開始し、前方を確認（ポンプ車）

標的を倒すまでの基準タイム
ポンプ車の部　第１線 55 秒  第２線 65 秒
小型ポンプの部　45 秒
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景
観
づ
く
り
に
対
す
る
助
成
制
度

が
で
き
ま
し
た

　

助
成
制
度
で
は
、
集
落
な
ど
の

団
体
や
個
人
が
行
っ
た
景
観
形
成

に
寄
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

活
動
等
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

○
助
成
の
対
象

・
す
ぐ
れ
た
ふ
る
さ
と
景
観
形
成

に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
集
落

活
動
に
要
す
る
経
費

・
ふ
る
さ
と
景
観
協
定
を
締
結
し

た
団
体
等
が
、
景
観
形
成
に
寄
与

す
る
と
認
め
ら
れ
る
活
動
を
し
た

場
合
に
要
す
る
経
費

・
そ
の
他
町
長
が
適
当
と
認
め
る

事
業
に
要
す
る
経
費

※
ふ
る
さ
と
景
観
協
定
を
締
結
し

た
団
体
等
と
は
・
・
・

　

美
し
い
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
景

観
づ
く
り
に
協
力
し
活
動
し
よ
う

と
す
る
団
体
等
が
、
内
部
協
定
を

締
結
し
、
町
長
に
申
請
を
し
て
町

長
が
承
認
し
た
団
体
等

○
助
成
の
具
体
例

・
宅
地
の
造
成
な
ど
の
際
、
景
観

形
成
の
た
め
石
積
み
を
さ
れ
た
個

人
等

３
、５
０
０
円
分
の
商
品
券

・
路
傍
植
栽
な
ど
沿
道
に
花
等
の

植
栽
を
さ
れ
て
い
る
個
人

１
、０
０
０
円
分
の
商
品
券

・
集
落
や
事
業
所
な
ど
で
、
沿
道

に
花
等
の
植
栽
を
さ
れ
て
い
る
団

体３
、０
０
０
円
分
の
商
品
券

　

景
観
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
た

だ
け
る
団
体
・
事
業
所
を
９
月
か

ら
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
事
業

推
進
課
景
観
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

す
い
せ
ん
の
球
根
植
栽
を
各
集
落

で
実
施

　

本
年
４
月
に
制
定
さ
れ
た
「
ふ

る
さ
と
景
観
条
例
」
の
施
行
に
伴

ふ
る
さ
と
景
観
づ
く
り
に
頑
張
っ
て

い
る
個
人
・
団
体
を
応
援
し
ま
す

い
、
自
然
と
調
和
し
た
ふ
る
さ
と

景
観
づ
く
り
の
た
め
に
、
町
花
で

あ
る
す
い
せ
ん
の
球
根
植
え
付
け

が
、
各
集
落
の
美
化
作
業
に
合
わ

せ
て
町
内
全
域
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

作
業
で
は
、
小
中
学
生
等
の
子

ど
も
た
ち
も
大
人
に
混
じ
っ
て
、

国
道
や
県
道
等
の
路
傍
で
球
根
の

植
栽
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

本
浦
小
学
校
で
ナ
イ
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
公
立
学
校
等
施
設
整
備
事
業

の
補
助
に
よ
り
、
屋
外
運
動
場
に
照
明
施
設
が
整

備
さ
れ
ま
す
。

　

同
校
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
日
没
後

の
練
習
や
学
校
開
放
に
よ
り
多
く
の
町
民
が
利
用

す
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地
域
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
ご
ろ
か
ら
工
事
が
行
わ
れ
、
10
月
下
旬
に

は
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

本浦小に照明施設を整備

↑子どもと大人が協力して球根を植栽

↓照明施設が整備される本浦小の屋外運動場

４番員が放水を開始し、前方を確認（ポンプ車）
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浄
化
槽
を
設
置
し
た
場
合
、
適

正
な
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
は
、
法

定
検
査
、
保
守
点
検
、
清
掃
が
あ

り
ま
す
。

浄
化
槽
法
定
検
査
（
法
第
11
条
）

　

浄
化
槽
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽

の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
る
環
境

保
全
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の

で
す
。
知
事
が
指
定
し
た
検
査

機
関
で
あ
る
（
財
）
鹿
児
島
県
環

境
検
査
セ
ン
タ
ー

の
検
査
員
が
、
事

前
に
ハ
ガ
キ
で
通

知
し
た
検
査
日
に

伺
い
、
現
場
で
の

検
査
と
浄
化
槽
の

放
流
水
を
採
水
し

て
持
ち
帰
り
、
水

質
検
査
を
行
い
ま

す
。（
地
元
の
保

守
点
検
業
者
が
行

う
保
守
点
検
と
は

別
の
も
の
で
す
）

　

こ
の
検
査
は
、

毎
年
１
回
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
浄

化
槽
を
設
置
さ
れ

て
い
る
方
は
、
検
査
の
趣
旨
を
ご

理
解
の
う
え
、
必
ず
受
検
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
検
査
手
数
料
（
５
〜
10
人
槽
）

単
独
処
理
浄
化
槽
４
、０
０
０
円

合
併
処
理
浄
化
槽
６
、０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
財
）
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

℡
０
９
９
‐
２
２
３
‐
３
１
８
５

長
島
町
役
場　

水
道
課
内

駐
在
職
員
（
松
岡
）

℡
０
９
９
６
‐
６
５
‐
１
０
３
５

長
島
町
総
合
文
化
祭
の
参
加
者
を
募
集

　

芸
術
文
化
活
動
に
取
り
組
む
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
の
活
動

の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
「
第
２
回
長
島
町
総
合
文
化
祭
」
を

10
月
27
日
、
28
日
に
開
催
し
ま
す
。
文
化
祭
は
、
地
域
文
化
の
振
興

を
図
り
、
お
互
い
の
文
化
意
識
を
高
め
、
活
動
内
容
が
よ
り
一
層
向

上
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
出
演
者
・
出
品
者
を
、
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
開
催
日
】

○
平
成
19
年
10
月
27
日
（
土
）

　

前
夜
祭　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
９
時
（
予
定
）

○
平
成
19
年
10
月
28
日
（
日
）

　

文
化
祭　

午
前
９
時
〜
正
午
（
予
定
）

【
開
催
場
所
】

○
舞
台
部
門　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

○
展
示
部
門　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

【
参
加
資
格
】
町
内
に
活
動
拠
点
の
あ
る
団
体
お
よ
び
個
人

【
内　
　

容
】 

○
展
示
部
門　

生
花
、
手
芸
品
、
陶
器
、
短
歌
、
絵
画
、
盆
栽
、
竹

　
　
　
　
　
　

細
工
等

○
舞
台
部
門　

一
団
体
10
分
以
内
（
出
入
を
含
む
）

【
申
込
締
切
】

○
展
示
部
門　

平
成
19
年
10
月
12
日
（
金
）

○
舞
台
部
門　

平
成
19
年
８
月
31
日
（
金
）

【
申 

込 

先
】

長
島
町
教
育
委
員
会  

社
会
教
育
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１　

内
線
２
２
３
３

浄化槽の適切な維持管理を
浄化槽法定検査受検のお願い
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年
金
時
効
特
例
法

法
律
の
概
要

●
今
ま
で
の
取
り
扱
い

　

年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
結

果
、
年
金
が
増
額
さ
れ
た
場
合
で

も
、
時
効
消
滅
に
よ
り
直
近
の
５

年
間
分
の
年
金
に
限
っ
て
お
支
払

い
し
て
い
ま
し
た
。

●
今
後
の
取
り
扱
い

「
年
金
時
効
特
例
法
」
の
成
立
に

よ
り
、
時
効
消
滅
に
よ
り
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
分
も
、

全
期
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
お
支
払
い

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

●
既
に
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
て

い
る
方

①
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年
金

が
増
え
た
が
、
従
来
、
過
去
の
増

額
分
は
時
効
消
滅
に
よ
り
直
近
の

５
年
間
分
の
年
金
に
限
っ
て
お
支

払
い
し
て
い
た
方

〔
老
齢･

障
害･

遺
族
年
金
の
時
効

消
滅
分
が
全
期
間
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
払
わ
れ
ま
す
〕

②
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年
金

の
受
給
資
格
が
確
認
さ
れ
、
新
た

に
年
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た

が
、
従
来
、
過
去
の
分
は
時
効
消

滅
に
よ
り
直
近
の
５
年
分
の
年
金

に
限
っ
て
お
支
払
い
し
て
い
た
方

〔
老
齢･

障
害･

遺
族
年
金
の
時
効

消
滅
分
が
全
期
間
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
払
わ
れ
ま
す
〕

③
①
や
②
に
該
当
す
る
方
が
、
亡

く
な
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
遺
族
の
方

〔
未
支
給
年
金
の
時
効
消
滅
分
が

支
払
わ
れ
ま
す
〕

※
遺
族
の
範
囲
は
、
亡
く
な
っ
た

当
時
、
そ
の
方
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
た
方
に
限
り
、
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟

姉
妹
の
順
と
な
り
ま
す
。

●
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ

る
方

④
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ

た
結
果
、
従
来
で
あ
れ
ば
、
上
記

①
〜
③
と
同
じ
よ
う
に
、
過
去
の

分
は
直
近
５
年
間
分
の
年
金
に

限
っ
て
お
支
払
い
す
る
こ
と
と
な

る
方

〔
増
額
さ
れ
た
老
齢･

障
害･

遺
族

年
金
や
未
支
給
年
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
〕

必
要
な
手
続

●
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ

る
方

記
録
の
訂
正
の
手
続
以
外
に
特
別

の
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
記
録
の
訂
正
に
合
わ
せ
て
自

動
的
に
手
続
き
を
行
い
、
５
年
を

経
過
し
た
分
の
年
金
額
も
お
支
払

い
し
ま
す
。

●
既
に
、
年
金
を
受
給
開
姶
後
に

年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
受

給
者
の
方

・
で
き
る
限
り
簡
単
に
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
あ
ら
か

じ
め
必
要
な
記
載
事
項
を
印
宇
し

た
用
紙
を
順
次
発
送
い
た
し
ま

す
。（
平
成
19
年
９
月
〜
）

・
今
す
ぐ
に
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
場

合
に
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
に
、必
要
な
書
類
を
提
出（
ま

た
は
郵
送
）
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
郵
送
で
手
続
き
を
さ
れ
る
際
に

必
要
と
な
る
用
紙
は
、
問
い
合
わ

せ
先
か
ら
取
り
寄
せ
て
い
た
だ
く

か
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
手
続
き
か
ら
支
払
い
ま
で
の
期

間
は
、
２
〜
３
カ
月
程
度
で
す
。

支
払
い
の
前
に
、
審
査
結
果･

振

込
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
金
記
録
の
確
認

　

あ
な
た
の
年
金
記
録
は
、国（
社

会
保
険
庁
）
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
あ
な
た
の
年

金
記
録
の
確
認
を
し
ま
す
。

長
島
町
役
場
の
窓
口
で
年
金
相
談

を
受
け
付
け
ま
す

　

役
場
の
窓
口
で
、
社
会
保
険
事

務
所
へ
の
年
金
記
録
紹
介
の
取
り

次
ぎ
を
行
い
ま
す
。
数
日
後
に

は
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
回
答

が
届
き
ま
す
。

　

そ
の
場
で
確
認
し
た
い
方
は
、

社
会
保
険
事
務
所
と
の
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
で
年
金
記
録
を
確
認
い
た
し

ま
す
。（
少
々
時
間
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

年
金
相
談
の
受
付
は
、
次
の
と
お

り
行
っ
て
い
ま
す
。

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

場
所　

町
民
福
祉
課　

総
合
管
理
課

社
会
保
険
事
務
所
の
出
張
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す

　

川
内
社
会
保
険
事
務
所
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
持
参
し
、
そ
の
場
で

年
金
記
録
を
確
認
し
ま
す
。

開
設
日　

平
成
19
年
８
月
21
日

（
火
）　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

長
島
町
役
場
指
江
庁
舎

川
内
社
会
保
険
事
務
所
で
あ
な
た

の
年
金
記
録
を
確
認
し
ま
す

　

平
日
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で
年
金
記
録
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
電
話
や

文
書
で
の
紹
介
も
で
き
ま
す
。

川
内
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
９
９
６
‐
２
２
‐
５
２
７
６

24
時
間
年
金
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
‐
６
５
‐
７
８
３
０

【
問
い
合
わ
せ
先
】

川
内
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
９
９
６
‐
２
２
‐
５
２
７
６

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

７
月
６
日
か
ら
年
金
時
効
特
例
法
が
施
行
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町
長
動
静　

７
月

２
日　

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会
（
さ
つ
ま
町
）

３
日　

農
業
者
年
金
受
給
者
会
総
会
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　
　

農
業
経
営
家
族
協
定
調
印
式
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　

町
水
産
マ
イ
ス
タ
ー
塾
終
了
式
（
長
島
町
役
場
）

４
日　

水
俣
病
地
元
代
表
者
と
語
る
会
（
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
）

５
日　

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
第
１
２
５
回
組
合
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
監
査
（
鹿
児
島
市
）

６
日　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
役
員
会
（
出
水
市
）

８
日　

三
地
区
親
善
体
育
大
会
（
町
内
）

９
日　

鶴
翔
高
校
農
業
後
継
者
育
成
対
策
協
議
会
（
阿
久
根
市
）

10
日　

地
方
交
付
税
を
守
る
時
局
講
演
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

北
薩
地
域
振
興
局
と
の
懇
談
会
（
出
水
市
）

13
日　

長
島
地
区
母
子
寡
婦
福
祉
会
総
会
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　

県
農
地
集
団
化
推
進
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

東
建
友
会
あ
づ
ま
海
水
浴
場
奉
仕
作
業（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

16
日　

長
島
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
（
蔵
之
元
）

17
日　

道
の
駅
長
島
総
会
（
道
の
駅
長
島
）

18
日　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
設
立
記
念
式
典
（
鹿
児
島
市
）

19
日　

出
水
地
区
開
発
促
進
協
議
会
（
太
陽
の
里
）

　
　
　

出
水
地
区
森
林
・
林
業
振
興
協
議
会
委
員
会
（
出
水
市
）

23
日　

県
知
事
陳
情
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事
会
・
総
会
（
鹿
児
島
市
）

24
日　

県
市
町
村
関
係
５
協
会
理
事
会
・
総
会
（
鹿
児
島
市
）

25
日　

県
防
衛
協
会
理
事
会
・
総
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

県
港
湾
協
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

26
日　

町
小
学
校
水
泳
記
録
会
（
長
島
町
町
民
プ
ー
ル
）

　
　
　

町
認
定
農
業
者
協
議
会
総
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

27
日　

出
水
地
区
医
療
問
題
懇
談
会
（
出
水
市
）

28-

29
日　

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
な
が
し
ま
（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

31
日　

長
島
町
造
形
美
術
展
実
行
委
員
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

長
島
町
農
業
委
員
会
で
は
、
２
町
合
併
か
ら

２
年
目
に
向
け
て
委
員
会
の
業
務
や
委
員
の
活

動
等
を
、
広
報
な
が
し
ま
で
町
民
の
皆
さ
ま
に

報
告
し
、
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
、
３
つ
の
基
本
的
な
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

１
、
地
域
農
業
振
興
「
構
造
政
策
」
の
推
進
組
織

　

農
業
の
担
い
手
育
成
と
農
地
の
有
効
利
用
を

通
じ
て
地
域
農
業
の
構
造
改
革
、
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
「
認
定
農
業
者
へ
の
支

援
」、「
農
地
の
貸
し
借
り
の
促
進
」、「
遊
休
農

地
の
解
消
」

２
、
農
地
行
政
を
担
う
行
政
委
員
会

　

農
地
の
売
買
や
転
用
等
に
つ
い
て
、
農
業
者

を
代
表
す
る
機
関
と
し
て
台
帳
の
確
認
と
現
況

の
確
認
を
行
い
、
公
正
に
審
査
し
農
地
法
に
基

づ
く
許
認
可
を
行
う
。

３
、
農
業
者
の
公
的
代
表
組
織

　

農
業
団
体
や
農
業
者
、
集
落
の
声
を
行
政
政

策
へ
反
映
し
、
国
県
町
に
対
す
る
建
議
と
諮
問

に
対
す
る
答
申
な
ど
農
政
活
動
を
行
う
。

　

委
員
一
人
ひ
と
り
が
、
地
域
農
業
者
の
声
を

積
み
上
げ
、
本
町
農
業
の
発
展
に
結
び
つ
け
て

い
く
た
め
、
自
ら
が
実
践
す
る
取
り
組
み
が
大

切
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご
指
導

を
お
願
い
し
ま
し
て
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

８月は　町県民税（２期）
　　　　　　   国民健康保険税（２期）
　　　　　　   介護保険料（２期） の納付月です。
『納付期限は８月 31 日（金）』
口座振替の方は、８月２７日（月）に口座引落をしますので、預金残高等の確認をお願いします。

農業発展に向けて

ながしま 8広報



町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

ル
リ
ユ
ー
ル
お
じ
さ
ん

い
せ  

ひ
で
こ  

著

日本の歴史５  加藤清正
すぎた  とおる  著

ソフィーの、大事な植物図鑑がこわれてしまった。町の人
から「ルリユール」のところに持っていくといいと聞いた
ソフィーは、ある路地裏の工房を訪ねる。そこで、本造り
職人のおじさんに図鑑を直してもらうことになり…。 

虎
退
治
、
賤
ヶ
岳
七
本
槍―

―

忠
義
を
貫
い
た
豪
傑
の
生
き
様

秀
吉
配
下
の
豪
の
者
、
民
を
思
う
こ
と
深
き
内
政
の
巧
者
、
そ
し

て
熊
本
城
築
城
の
英
雄
。

さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
の
ぞ
か
せ
る
加
藤
清
正
の
一
生
涯
と
は―

―

茄
子
の
花
諺
好
き
な
母
な
り
き　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

枝
川
に
沿
ふ
て
路
あ
る
夏

な
つ
つ
ば
め燕　

　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

肉
焼
い
て
煙
の
庭
に
酌
む
ビ
ー
ル　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

松
の
芯
摘
む
や
タ
ン
カ
ー
近
み
航
く　
　
　

平
山　

風
鳥

今
日
の
日
は
善
き
事
続
き
ビ
ー
ル
注
ぐ　
　

大
堂　

早
苗

少
年
の
産
毛
ま
ぶ
し
き
柿
若
葉　
　
　
　
　

平
山　

勝
子

み
ま
か
り
し
先
輩
の
歌
集
「
雉

き
ぎ
す

鳴
く
」

　
　
　

一
首
一
首
に
心
打
た
る
る　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

隣
よ
り
も
ら
ひ
来
た
り
し
蛍ほ

た
る
い
か

烏
賊

　
　
　

暗
き
厨

く
り
や

に
光
放
ち
ぬ　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

か
ぐ
や
姫
い
ず
こ
の
竹
に
宿
り
し
や

　
　
　

梅
雨
に
濡
れ
ゐ
る
笹
の
鮮
や
か　
　

吉
田　

映
子

予
報
よ
り
少
し
進
路
の
変
り
た
れ
ば

　
　
　

安
堵
し
眠
る
台
風
の
夜　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

山
越
へ
て
生
家
の
見
ゆ
る
辺
り
に
は

　
　
　

早
期
植
田
の
水
湛た

た

へ
を
り　
　
　
　

岩
下
ふ
さ
よ

か
か
り
来
し
孫
の
電
話
の
短
か
さ
よ　
　
　

　
　
　

言
葉
足
ら
ね
ば
受
話
器
を
置
か
ず　

岩
冨
八
代
子

書
を
開
く
わ
が
傍

か
た
わ

ら
の
飼
猫
が

　
　
　

時
折
深
き
息
し
て
眠
る　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

野
の
花
が
風
に
ゆ
ら
れ
て
笑
っ
て
る

　
　
　

小
さ
き
心
休
ま
す
様
に　
　
　
　
　

川
下
奈
美
恵

心
弱
き
吾
娘
と
相
向
く
こ
の
母
は

　
　
　

総す
べ

て
に
甲よ

ろ

ひ
て
語
る
寂
し
さ　
　
　

米
尾　

和
子

冷
冷
と
お
た
く
さ
な
れ
ば
今
更
に

　
　
　

古
き
睦む

つ

み
の
胸
乱
さ
る
る　
　
　
　

長
野　
　

敬

ダ
ム
に
消
へ
し
岐
阜
徳
山
の
新
聞
を

　
　
　

読
め
ば
昔
が
漫そ

ぞ

ろ
に
う
か
ぶ　
　
　

中
山
タ
マ
エ

外
は
雨
病
み
て
臥ふ

す
身
の
長
き
日
に

　
　
　

嫁
の
作
れ
る
味
噌
汁
旨
し　
　
　
　

浜
田
美
代
子

向
う
田
の
荒
れ
て
葦
群
風
に
鳴
る

　
　
　

心
残
し
て
逝ゆ

き
し
よ
亡
夫
は　
　
　

浜
田　

松
枝

植
え
終
へ
て
酒
と
赤
飯
供
へ
つ
つ

　
　
　

田
の
神
に
語
る
豊
作
の
夢　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

庭
畑
に
熟
れ
た
る
ト
マ
ト
わ
れ
よ
り
も

　
　
　

先
に
早
朝
鵯

ひ
よ
ど
りが
食
ふ　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

短
歌

知し
ら

ぬ
な
ら
聞
く
は
一
時
の
恥
な
れ
ど

　
　
　

知し
ら

ぬ
と
な
れ
ば
一
生
の
恥　
　
　
　

町
田　

末
則

久
々
に
娘
便
り
て
な
つ
か
し
く

　
　
　

今
面
前
に
語
ら
う
如
し　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

俳
句

所
在
無
く
夕
餉
待
つ
間
の
大
西
日　
　
　
　

川
添　

行
秋
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遊
漁
船
業
務
主
任
者

　
　
　

講
習
会
の
開
催

 

小
型
船
舶
免
許

　
　

更
新
・
失
効
講
習

 

公
証
相
談
所
設
置

 

ふ
る
さ
と
人
材
相
談

　

求
人
・
求
職
者
募
集

　

県
で
は
、
平
成
19
年
度
第
２
回

遊
漁
船
業
務
主
任
者
講
習
会
を
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

平
成
19
年
８
月
30
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

○
場
所

県
庁
１
‐
Ａ-

２
会
議
室

○
講
習
内
容

・
遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
の
趣
旨
に
つ
い
て

・
遊
漁
船
業
務
主
任
者
の
職
務
等

に
つ
い
て

・
遊
漁
船
の
安
全
営
業
に
つ
い
て

・
漁
場
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て

○
申
込
方
法

申
込
書
に
６
０
０
０
円
分
の
収
入

証
紙
を
貼
付
の
う
え
、
８
月
23
日

（
木
）
ま
で
に
県
水
産
振
興
課
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

（
社
）
全
国
遊
漁
船
業
協
会
が
発

行
す
る
「
平
成
19
年
度
遊
漁
船

業
務
主
任
者
講
習
会
テ
キ
ス
ト
」

（
５
５
０
０
円
）
を
事
前
に
購
入

の
う
え
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
テ
キ
ス
ト
購
入
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先

県
漁
連
総
務
指
導
室

℡
０
９
９
‐
２
５
３
‐
７
８
１
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
水
産
振
興
課
漁
業
監
理
係

℡
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
４
３
９

　

小
型
船
舶
免
許
の
更
新
・
失
効

講
習
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

○
日
時

平
成
19
年
10
月
13
日
（
木
）

・
受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

・
講
習　

午
後
２
時
〜

○
場
所

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
対
象

有
効
期
限
が
１
年
以
内
に
切
れ
る

免
許
証
お
よ
び
失
効
し
て
い
る
免

許
証

・
更
新　

有
効
期
限
が
平
成
19
年

10
月
15
日
〜
平
成
20
年
10
月
14
日

の
免
許
証

・
失
効　

有
効
期
限
が
平
成
19
年

10
月
14
日
以
前
の
免
許
証

○
当
日
持
参

海
技
免
状
、
住
民
票
、
料
金

○
料
金
・
講
習
時
間

・
更
新　

８
０
０
０
円
（
１
時
間
）

・
失
効　

１
万
４
０
０
０
円

　
（
２
時
間
20
分
）

※
送
料
５
０
０
円
、
写
真
代

５
０
０
円
は
別
途

【
問
い
合
わ
せ
先
】

入
枝
海
事
事
務
所

℡
０
９
９
‐
２
８
１
‐
７
７
５
３

　

公
証
制
度
を
広
く
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
10
月
１

日
か
ら
７
日
ま
で
を
「
公
証
週

間
」
と
し
て
、
日
本
公
証
人
連
合

会
主
催
、
法
務
省
後
援
に
よ
る
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

公
証
人
役
場
で
は
、
次
の
と
お

り
公
証
相
談
所
を
設
置
し
、
県
民

の
皆
さ
ん
の
公
証
事
務
に
関
す
る

疑
問
、
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
等

に
つ
い
て
、
公
証
人
が
直
接
相
談

に
応
じ
ま
す
。

○
設
置
場
所

鹿
児
島
県
公
証
人
合
同
役
場

鹿
児
島
市
山
下
町
17
番
12
号

（
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
東
玄
関

前
）

℡
０
９
９
‐
２
２
２
‐
２
８
１
７

○
日
時

平
成
19
年
９
月
22
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
相
談
料

無
料

○
相
談
事
項

遺
言
・
任
意
後
見
契
約
・
売
買
・

消
費
貸
借
・
賃
貸
借
・
債
務
弁
済
・

離
婚
給
付
等
の
各
種
契
約　

私
署

証
書
・
会
社
の
定
款
等
の
認
証　

確
定
日
付
の
付
与
等

　

県
内
の
公
証
役
場
に
お
い
て
も

随
時
、
公
証
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

川
内
公
証
役
場

℡
０
９
９
６
‐
２
２
‐
５
４
４
８

　

県
で
は
、
県
内
企
業
の
人
材

確
保
を
図
る
た
め
、「
ふ
る
さ
と

人
材
相
談
室
」
を
鹿
児
島
、
東

京
、
大
阪
に
設
け
、
県
内
企
業
の

中
核
的
な
人
材
と
な
る
よ
う
な
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象
と
し
た

「
無
料
就
業
紹
介
」
を
実
施
し
て

お
り
、
登
録
い
た
だ
け
る
求
人
・
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INFORMATION

 
フ
ロ
ン
回
収

　
　
　

破
壊
法
が
改
正

 

再
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　

相
談
窓
口

求
職
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
へ
帰
省
の
際
な
ど
に

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ふ
る
さ
と
人
材
相
談
室

℡
０
１
２
０
‐
４
４
‐
５
１
０
６

　

飲
食
店
の
冷
蔵
庫
や
事
務
所
の

エ
ア
コ
ン
な
ど
の
業
務
用
冷
凍
空

調
機
器
に
は
、
大
量
の
フ
ロ
ン
類

が
使
わ
れ
て
お
り
、
オ
ゾ
ン
層
の

破
壊
や
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
た
め
、
機
器
の
廃
棄
時
等
に

は
、
フ
ロ
ン
回
収
・
破
壊
法
に
基

づ
き
、
知
事
の
登
録
を
受
け
た
業

者
へ
の
回
収
委
託
が
必
要
で
す
。

昨
年
６
月
に
フ
ロ
ン
回
収
・
破
壊

法
が
改
正
さ
れ
、
本
年
10
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
の
廃
棄

等
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、
フ

ロ
ン
類
回
収
業
者
に
回
収
依
頼
書

又
は
委
託
確
認
書
を
交
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
は
フ
ロ
ン

類
を
引
き
取
っ
た
と
き
は
、
引
取

証
明
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り

長島町奨学生の募集

　長島町教育委員会では、平成

19 年度２回目の奨学生を募集

します。

●奨学生の種類

◇高等学校

　採用人数若干名

　貸与月額２万円

◇大学等

　採用人数若干名

　貸与月額４万円

●応募資格

　長島町に保護者が居住し、現

在、高等学校・大学等に在学中

の人

※奨学資金は、他の制度と二重

に借りることはできません。

●提出書類

・奨学資金貸与申請書

・奨学生推薦調書

・連帯保証人の所得証明書

・納税証明書（平成 18 年度分）

☆申請書は、役場ホームページ

からダウンロードできます。

http://www.town.nagashima.lg.jp

●提出期限

平成 19 年９月 25 日（火）

貸与は 10 月からになります。

【提出・問い合わせ先】

長島町教育委員会　教育総務課

℡０９９６‐８６- １１１１

内線２２２１

ま
せ
ん
。

○
機
器
の
整
備
業
者
は
、
機
器
の

修
理
・
整
備
時
に
フ
ロ
ン
類
の
回

収
作
業
を
行
う
に
は
知
事
の
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
環
境
政
策
課

℡
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
８
６

　　

事
業
継
続
の
見
通
し
が
つ
か
な

い
中
小
企
業
の
方
や
、
過
去
に
廃

業
を
経
験
し
、
再
度
起
業
し
た
が

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が
受
け
ら

れ
ず
、
過
去
の
経
験
が
生
か
せ
な

い
方
。
こ
の
よ
う
な
方
々
の
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
専
門
化
が
相
談
に
応
じ
、
再

起
業
を
応
援
し
ま
す
。

　

こ
の
窓
口
（
県
商
工
会
連
合
会

に
設
置
）
で
は
、
中
小
企
業
診
断

士
、
税
理
士
な
ど
の
専
門
家
が
、

無
料
で
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
相

談
の
申
し
込
み
、
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
継
続
が
困
難
な
場
合
や
再

起
業
を
検
討
中
の
方
、
た
め
ら
わ

ず
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
相
談
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
商
工
会
連
合
会

℡
０
９
９
‐
２
２
６
‐
３
７
７
３
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まちの話題

井Ａが大会２連覇薄 自治公民館対抗ソフトボール大会

ＥＤの操作を習得
川床下で普通救命講習

きチーム  福ノ浦Ａに栄冠若 自治公民館対抗ゲートボール大会

　自治公民館対抗ソフトボール大会が７月 17 日から
24 日まで、城川内運動場と川床コミュニティ運動場
の２会場で開催されました。
　24 チームが出場したこの大会。各公民館の代表選
手たちが、ナイターゲームで白球を追いかけました。
決勝は昨年と同カードの対戦となり、薄井Ａが蔵之元
を退け、大会２連覇を飾りました。
　大会の結果は次のとおりです。
【優勝】薄井Ａ　【２位】蔵之元　【３位】山中　小浜

　目の前に心肺停止などの危険な状況に陥っ
た人がいたら、あなたはどのような行動がで
きますか―。川床下自治公民館（石橋親信公
民館長）は７月 19 日と 20 日の２日間、普
通救命講習会を開催しました。
　同公民館は、住民が情報伝達や消火、避難
誘導などの役割りを分担し、「川床下自主防
災会」を設置して、自分たちの地域は自分た
ちで守る取り組みを進めています。
　講習には住民 25 人が参加し、阿久根地区
消防組合の職員が講師となって、心臓マッ
サージや人工呼吸などの心肺蘇生法、ＡＥＤ
（自動体外式除細動器）による除細動（電気
ショック）など、一刻を争う状況の人に、適
切な応急手当をして救急隊に引き渡すまでの
知識や技術を学びました。

　自治公民館対抗ゲートボール大会が６月 26 日から
７月１日までの５日間、長島町総合交流ターミナル施
設で開かれました。
　大会には、各自治公民館から 51 チームが出場して
熱戦が繰り広げられました。決勝戦では、平均年齢
20 歳代と若さで勝る福ノ浦Ａが脇崎Ａを下し、昨年
に続いての栄冠を手にしました。
　大会の結果は次のとおりです。
【優勝】福ノ浦Ａ　【２位】脇崎Ａ　【３位】福ノ浦Ｂ

↑あわてずに適切な処置を行うことが大切

↓好投手を擁するチーム同士が激突した決勝戦

↑試合を有利に進めていく福ノ浦Ａチーム

Ａ
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My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

点及ばず長島は総合２位
第55回３地区親善体育大会

い出づくりに出港だ思 鷹巣小イカダレース

１

↑６年生 29 人が３艇
のイカダに分かれ、小
島を目指して一斉にス
タート

←イカダは竹と発砲ス
チロールを組み合わ
せ、保護者が手づくり

　歴史的、地理的に密接な関係を持つ熊本県天草市（旧
牛深市）と阿久根市、長島町が、より一層親睦を深め、
スポーツの振興と健康で明るい郷土をつくろうと７月
８日、第 55 回３地区親善体育大会が本町で開催され
ました。
　各地区を代表する選手たちが一堂に集うこの大会。
当日はあいにくの雨のため、屋外競技３種目は中止と
なりましたが、屋内競技９種目でレベルの高い戦いが
繰り広げられました。
　大会の長い歴史のなかで、まだ一度も総合優勝に輝
いたことがない長島町。そのプレッシャーの中、選手
たちは懸命にプレーしました。卓球、男子・女子ゲー
トボール、男子バレーボールの４種目で見事優勝を飾
りましたが、総合得点で１点及ばず、総合順位は阿久
根市に次いで２位となりました。

　真夏の海へ飛び出そう―。鷹巣小学校（内
野眞校長・181 人）の６年生は７月 21 日、
あづま海水浴場を発着点とするコースでイカ
ダレースを実施しました。
　レースは、あづま海水浴場をスタートし、
２㌔先の脇崎港沖の小島を折り返す約４㌔の
コースで行われました。児童たちは、はじめ
は「オーエス、オーエス」と大きな声をかけ
合いながら懸命にオールを漕いでいました
が、しばらくすると腕のだるさで苦渋の表情
をのぞかせていました。
　親子間のコミュニケーションを図ろうと実
施されたこのレース。ゴール後は、親子そろっ
てのバーベキューで疲れを癒しました。

↑各地区の代表としての誇りを胸に、熱戦を繰り広げる選手
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男子
【５年生】
◆ 25 ｍ自由形
①小田智徳（城川内小）　　　　　19 秒 9
◆ 50 ｍ自由形
①飯尾翔磨（城川内小）　　　　　44 秒 8
◆ 25 ｍ平泳ぎ
①飯尾諒平（城川内小）　　　　　28 秒 0
◆ 50 ｍ平泳ぎ
①飯尾翔磨（城川内小）　　　　　58 秒 6
【６年生】
◆ 25 ｍ自由形
①増田　昇（城川内小）　　　　　19 秒 5
◆ 50 ｍ自由形
①城戸隆宏（川床小）　　　　　　39 秒 1
◆ 100 ｍ自由形
①渡　翔成（平尾小）　　　　1 分 37 秒 1
◆ 25 ｍ平泳ぎ
①増田　昇（城川内小）　　　　　25 秒 8
◆ 50 ｍ平泳ぎ
①塚田大智（城川内小）　　　　　50 秒 6
◆ 100 ｍ平泳ぎ
①渡　大悟（平尾小）　　　　1 分 55 秒 6
【５・６年共通】
◆ 50 ｍ背泳ぎ
①飯尾達貴（城川内小）　　　1 分 01 秒 4
◆ 200 ｍリレー
①城川内小Ａ　　  　　　　　3 分 01 秒 6

女子
【５年生】
◆ 25 ｍ自由形
①山口綾香（城川内小）　　　　　19 秒 2
◆ 50 ｍ自由形
①瀬 明菜（平尾小）　　　　　　44 秒 6
◆ 25 ｍ平泳ぎ
①濵畑　蘭（川床小）　　　　　　26 秒 5
◆ 50 ｍ平泳ぎ
①郷式海里（城川内小）　　　　　59 秒 1
【６年生】
◆ 25 ｍ自由形
①宮内かすみ（城川内小）　　　　20 秒 3
◆ 50 ｍ自由形
①樫谷菜々美（平尾小）　　　　　43 秒 4
◆ 100 ｍ自由形
①樫谷菜々美（平尾小）　　　1 分 41 秒 2
◆ 25 ｍ平泳ぎ
①濱畑由美（川床小）　　　　　　30 秒 2
◆ 50 ｍ平泳ぎ
①久保詩織（本浦小）　　　　　　54 秒 7
◆ 100 ｍ平泳ぎ
①鳥越円美（蔵之元小）　　　1 分 52 秒 8
【５・６年共通】
◆ 50 ｍ背泳ぎ
①大堂茉亜子（城川内小）　　　　54 秒 2
◆ 200 ｍリレー
①城川内小Ａ　　  　　　　　2 分 59 秒 1

自己記録の更新目指す
　町内の小学生が泳ぎの速さを競う、第２回長島

町小学校水泳記録会が７月26日、長島町町営プー

ルで行われました。

　小学校の代表選手が各種目で熱戦を繰り広げ、

プールサイドは大きな拍手や歓声にわきました。

　大会の結果を紹介します。

■
編
集
後
記

▽
近
年
、
広
く
設
置
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
。
私
は
取
材
先

で
初
め
て
目
に
し
ま
し
た
。

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
音
声

で
操
作
方
法
を
説
明
し
て
く

れ
ま
す
。
一
度
操
作
を
経
験

し
て
お
く
と
、
誰
で
も
使
え

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
し

た
。
一
刻
を
争
う
場
面
に
遭

遇
し
た
と
き
、
ち
ょ
っ
と
し

た
経
験
で
、
尊
い
命
を
救
え

る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
、
講
習
等
の

機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。（
濱
口
）
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職
場
体
験
を
終
え
て

　
　
　
　
　

　

私
は
７
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で

長
島
町
役
場
で
職
場
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
長
島
町
初
の
一
日

町
長
を
務
め
ま
し
た
。
町
長
だ

け
あ
っ
て
、
責
任
が
重
く
と
て
も

不
安
で
し
た
。
で
も
い
ろ
い
ろ
な

事
業
所
を
視
察
し
た
り
、
決
裁
を

し
た
り
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
こ
と
が
私
に

と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
し

た
。
一
日
町
長
を
や
り
終
え
た
と

き
は
、
疲
れ
た
と
思
う
気
持
ち
よ

り
、
と
て
も
大
き
な
達
成
感
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
と
３
日
目
は
、
広
報
係

と
し
て
い
ろ
ん
な
人
を
取
材
し
ま

し
た
。
数
を
こ
な
す
ご
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
質
問
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
取
材
し
た
人
の
意
見
も
た
く

さ
ん
聞
け
、
報
道
の
仕
事
の
素
晴

ら
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
取
材

で
は
自
分
の
聞
い
た
質
問
を
正
し

く
返
答
し
て
も
ら
う
た
め
導
い
て

い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
３
日
間
で
、
社
会
は
多
く

の
人
々
の
協
力
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
職
場
体
験
を
行
い
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

平
尾
中
学
校
３
年　

小
　

真
穂

一
日
町
長
と
広
報
係
に
就
任

↓保育園での職場体験（小 さん撮影）

　

７
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
、
平
尾
中

学
校
（
竹
下
精
一
校
長
・
44
人
）
の
３
年
生
は
、

職
場
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
製
菓
店
や
工
務
店
な
ど
14
事
業

所
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
体
験
。
働
く

こ
と
の
楽
し
さ
、
厳
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

役
場
で
は
、
小

真
穂
さ
ん
が
町
長
と
広
報
係

に
就
任
し
、
初
日
は
、
長
島
町
初
の
一
日
町
長
と

し
て
、
重
要
な
職
務
を
体
験
。
２
日
目
以
降
は
広

報
係
と
し
て
、
他
の
職
場
で
働
い
て
い
る
同
級
生

な
ど
を
取
材
し
ま
し
た
。

↓一日町長として、文書決裁する小 さん
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祝日には、国旗を掲げましょう！
●９月 17日は敬老の日です。
「多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う」ことを趣旨としています。

●９月 23日は秋分の日です。
　「祖先をうやまい、なくなった人々をしのぶ」ことを趣旨としています。

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

■キッズクリニック 63-7707

■資源ごみ古紙（旧長島）

○鷹巣診療所 86-0054
○福原歯科医院 63-2501

□タカラ調剤薬局 62-8813

□のぞみ薬局 73-2131

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

◎三種混合
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島北部）
■不燃ごみ（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）
■リサイクル　（獅子島）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

◎母子相談
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■リサイクル
　　　　　（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
○こじま歯科医院 63-4618

□シバタ薬局 82-0032

□上野薬局 72-1016

●高尾野医療センター 82-0017

■出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

◎機能訓練
（保健センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●脇本病院 75-2121

●出水総合医療センター 67-1611

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●吉井中央病院 62-3111

●阿久根市民病院 73-1331

■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島南部）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎心配ごと相談
　　（保健福祉センター）
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■不燃ごみ　　（獅子島）

●吉田耳鼻咽喉科 62-0170

●高尾野医療センター 82-0017

◎ラッコ [ 育児 ] 教室
（保健福祉センター）

◎心配ごと相談（長生園）
■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●内山病院 73-1551

●出水総合医療センター 67-1611

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

■出水総合医療センター 67-1611

○平尾診療所 88-2595
○はしぐち歯科クリニック 62-8241

□メープル薬局 62-9292

□阿久根薬局 72-1017

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

　　　　　敬老の日

○飯尾医院 88-5040
○徳森歯科医院 67-3608

□めぐみ薬局 82-5551

□ひまわり薬局 62-6070

□会営薬局阿久根店 72-5060

■出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎健康相談
（保健福祉センター）

■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島北部）
■不燃ごみ（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）
■リサイクル　（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017

●阿久根市民病院 73-1331

◎ 3 歳児歯科検診
◎ 3.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■リサイクル
　　　　　（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）

●上園医院 73-1055

●出水総合医療センター 67-1611

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

　　　秋分の日

○鷹巣診療所 86-0054
○スマイル歯科医院 75-3300
□Ｄ・ML五万石薬局 63-8800
□さかえまち薬局 72-0978
●出水総合医療センター 67-1611
●阿久根市民病院 73-1331
■二宮医院 62-0167

○平尾診療所 88-2595
○よしもと歯科医院 75-3333
□かしま薬局 63-3970
□本町薬局 73-3233
●阿久根市民病院 73-1331
●出水総合医療センター 67-1611
■こどもクリニック永松 64-1500

　　　　　振替休日

○長島クリニック88-6405
○中島歯科医院 82-0020

□うらくぼ薬局 82-2539

□神川薬局 72-0102

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

◎機能訓練
（保健センター）

◎獅子島母子健診
（獅子島アイランドセンター）
■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

◎ 1.6 歳児健診
◎ 2・2.6 歳児歯科検診

（保健センター）
■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島南部）
■びん・有害　　（旧東）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎乳児健診
（保健センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■不燃ごみ　　（獅子島）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

◎ラッコ [ 育児 ] 教室
（保健センター）

◎心配ごと相談（長生園）
■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

■こどもクリニック永松 64-1500

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。


